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近
代
日
本
研
究
第
四
十
巻
（
二
〇
二
三
年
度
）

資
料
紹
介福

沢
諭
吉
関
係
新
資
料
紹
介

福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー

福
沢
諭
吉
書
簡

『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』（
岩
波
書
店

平
成
十
三
年
〜
十
五
年

以
下
『
書
簡
集
』
と
略
す
）
未
掲
載
で
、『
近
代
日
本
研
究
』

第
三
十
九
巻
刊
行
以
降
に
見
出
さ
れ
た
書
簡
を
載
録
す
る
。
掲
載
は
発
信
年
月
日
順
と
し
、
体
裁
は
す
べ
て
『
書
簡
集
』
の
形
式

に
従
っ
た
。
詳
し
く
は
『
書
簡
集
』
第
一
巻
所
収
の
凡
例
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
書
簡
番
号
は
『
書
簡
集
』
か
ら
『
近
代
日

本
研
究
』
第
三
十
八
巻
（
三
十
九
巻
は
新
出
書
簡
の
掲
載
が
な
い
）
ま
で
通
番
で
付
さ
れ
た
番
号
を
追
う
も
の
で
あ
る
。
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凡
例

一
、
常
用
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
字
体
を
用
い
た
が
、
慶
應
義
塾
な
ど
若
干
の
固
有
名
詞
に
、
原
文
の
字

体
を
残
し
た
。

二
、
異
体
字
、
俗
字
、
或
い
は
書
き
誤
り
か
と
思
わ
れ
る
文
字
は
、
正
体
に
直
し
た
。

三
、
仮
名
づ
か
い
は
、
原
則
と
し
て
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。
た
だ
し
、
ひ
ら
仮
名
・
か
た
仮
名
の
判
別
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
か

た
仮
名
で
表
記
し
た
。

四
、
変
体
仮
名
は
ひ
ら
仮
名
に
改
め
た
。
た
だ
し
、
書
簡
に
お
い
て
助
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
「
は
」「
て
」「
え
」
は
、
原

文
の
字
形
を
残
し
、
小
活
字
右
寄
せ
で
「

」「

」「

」
の
よ
う
に
印
刷
し
た
。
原
文
が
確
認
で
き
な
い
場
合
も
、
漢
字

の
字
体
で
表
記
さ
れ
て
い
る
「
者
」「
而
」「
江
」
が
助
詞
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
右
の
字
体
を
用
い
た
。

五
、
濁
点
・
半
濁
点
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

六
、
合
字
は
、
使
用
頻
度
の
高
い
ゟ
（
よ
り
）、
〆
（
し
め
）
は
原
文
の
字
形
を
残
し
た
。
頻
度
の
低
い

は
ト
キ
、

は
ト
モ
、

�
は
コ
ト
と
表
記
し
た
。

七
、
句
読
点
は
、
編
者
の
判
断
に
よ
り
適
宜
補
っ
た
。

八
、
執
筆
年
月
日
や
発
信
年
月
日
な
ど
を
推
定
で
し
か
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
に
は
、「
カ
」
を
付
し
た
。

九
、
脱
落
と
思
わ
れ
る
文
字
は
、〔

〕
を
付
し
て
補
っ
た
。

十
、
書
簡
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
後
に
【

】
を
付
し
て
書
簡
の
大
意
を
示
し
た
。
ま
た
封
筒
に
関
す
る
事
項
は
、
書
簡
の
理
解

に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
も
の
の
み
に
限
っ
た
。

十
一
、
特
に
所
蔵
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
の
所
蔵
で
あ
る
。
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二
六
五
三

宇
都
宮
三
郎
・
宇
都
宮
貞

明
治
二
十
一
年
十
一
月
十
七
日

【『
書
簡
集
』
第
六
巻
七
二
頁
掲
載
の
書
簡
一
三
三
五
と
同
文
に
つ
き
本
文
省
略
】
﹇
封
筒
表
﹈
芝
高
輪
南
町
五
十
二
番
地

宇
都
宮
三
郎
様

﹇
封
筒
裏
﹈
東
京
芝
三
田
二
丁
目
二
番
地

福
沢
諭
吉

○
宇
都
宮
三
郎
は
『
書
簡
集
』
第
六
巻
ひ
と
。
貞
は
夫
人
。
○
書
簡
本
文
お
よ
び
封
筒
裏
は
印
刷
、
宛
名
お
よ
び
封
筒
表
は
代
筆
。

二
六
五
四

柏
瀬
権
次
郎

年
未
詳
八
月
十
一
日

本
日
八
日
之
御
手
紙
拝
誦
。
陳
ハ
議
員
撰
挙
法
之
義
ニ
付
、
御
議
論
県
官

御
掛
合
之
次
第
、
遂
一
承
知
い
た
し
候
。
財
産
を
標

準
ニ
し
て
人
を
挙
ら
る
之
一
条
、
今
日
之
日
本
ニ
於
て
如
何
哉
と
老
生
も
兼

存
居
候
義
、
併
是
等
之
事
を
談
す
る
ハ
迚
も
筆
端

ニ
尽
し
難
し
。
拝
眉
之
時
も
あ
ら
バ
其
節
之
事
ニ
可
致
、
あ
ま
り
遠
方
ニ
も
あ
ら
ず
、
御
出
京
も
候
ハ
ゝ
拙
宅
〔
一
文
字
虫
損
〕

御
出
被
下
度
存
候
。
右
拝
答
已
。
早

頓
首
。

八
月
十
一
日

福
沢
諭
吉

柏
瀬
権
次
郎
様

【
議
員
選
挙
法
が
財
産
を
基
準
と
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
拝
眉
の
上
で
談
じ
た
い
と
告
げ
る
】

○
柏
瀬
権
次
郎
は
、
明
治
十
三
年
お
よ
び
十
四
年
の
「
交
詢
社
員
姓
名
録
」（『
交
詢
雑
誌
』
第
六
号
附
録
・
第
四
十
二
号
）
に
よ
れ
ば
、
下
野
国
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足
利
郡
葉
鹿
村
（
現
栃
木
県
足
利
市
）
で
織
物
業
を
営
ん
で
い
た
。
福
沢
の
「
明
治
十
年
以
降
の
知
友
名
簿
」
に
も
名
前
が
あ
る
（『
福
沢
諭
吉

全
集
』
第
十
九
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
、
三
四
一
頁
）。

以
下
の
三
通
の
書
簡
は
、『
書
簡
集
』
編
集
時
に
は
、
原
本
の
所
在
が
わ
か
ら
ず
校
訂
が
で
き
な
か
っ
た
。
や
む
な

く
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
再
版
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
九
〜
七
一
年
）
か
ら
採
録
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
原
本
が
判
明

し
、
校
訂
作
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
注
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
『
書
簡
集
』
の
該
当
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

六
三
二

島
津
万
次
郎

明
治
十
四
年
十
二
月
廿
六
日

月
迫
相
成
候
。
益
御
清
適
奉
拝
賀
。
陳
ハ
歳
末
之
為
小
田
部
武
方
へ
金
弐
円
遣
度
、
就

甚
タ
御
面
倒
恐
入
候
得
共
、
鶴
屋
商

社
ゟ
御
取
替
先
方
へ
御
遣
し
奉
願
候
。
御
勘
定
之
義
ハ
、
本
年
末
商
社
利
益
配
当
之
中
ゟ
引
去
候
様
御
取
計
被
下
度
、
如
何
ニ
も

御
手
数
之
義
恐
縮
之
至
ニ
候
得
共
、
宜
布
奉
願
。
右
要
用
而
已
申
上
度
、
早

拝
具
。

十
二
月
廿
六
日

福
沢
諭
吉

島
津
万
次
郎
様

尚
以
本
文
之
金
ハ
、
墓
所
掃
除
並
ニ
寺
へ
之
歳
末
ニ
御
座
候
。
御
含
迄
申
上
候
。
以
上
。

別
紙
封
入
差
上
候
間
、
金
弐
円
添
へ
御
届
奉
願
候
。
以
上
。

【『
書
簡
集
』
第
三
巻
一
七
七
〜
一
七
八
頁
】
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八
三
九

後
藤
牧
太

明
治
十
七
年
二
月
二
十
八
日

〔
ニ
〕

毎
度
塾
之
教
場
ハ
ハ
御
苦
労
被
下
、
老
生
も
出
席
可
致
と
存
候
。
折

多
事
ニ
取
紛
、
久

不
得
拝
眉
遺
憾
之
事
ニ
存
候
。
扨
本

塾
教
授
法
之
義
ニ
付
、
内

少
し
く
御
相
談
申
度
義
も
有
之
、
若
し
御
差
支
も
無
御
座
候
ハ
ヽ
、
此
次
き
の
講
義
日
御
帰
ニ
一
寸

拙
宅
へ
御
立
寄
相
願
度
、
或
ハ
又
御
都
合
次
第
ニ

三
月
二
日
夕
刻
、
又
ハ
四
日
夕
ニ
も
、
御
閑
暇
之
節
御
来
訪
被
下
度
、
晩
餐

御
同
食
之
傍
、
定
し
御
話
い
た
し
度
奉
存
候
。
右
御
様
子
相
伺
度
、
乍
御
面
倒
否
御
一
報
被
下
度
奉
願
候
。
要
用
而
已
、
早

頓

首
。

二
月
廿
八
日

諭

吉

後
藤
様

几
下

【『
書
簡
集
』
第
四
巻
一
〇
四
頁
】

﹇
封
筒
表
﹈〔
小
〕
石
川
久
堅
町
廿
二
番
地

後
藤
牧
太
様

親
展

﹇
封
筒
裏
﹈
封

三
田

福
沢
諭
吉

出

○
封
筒
裏
に
は
後
藤
の
筆
で
「
四
日

の

ゆ
う
か
た

い
く

や
く
そ
く
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
後
藤
は
仮
名
文
及
び
言
文
一
致
体
の
主
唱
者

で
「
か
な
の
く
わ
い
」
の
会
員
で
あ
っ
た
。

二
一
〇
四

松
山
棟
庵

明
治
二
十
九
年
十
月
二
十
日

拝
啓
仕
候
。
陳
ハ
老
生
事
昨
朝
来
風
邪
候
ニ

、
其
風
ハ
真
之
は
な
風
ニ
相
違
無
之
候
得
共
、
六
、七
日
前
ゟ
兎
角
大
便
之
通
し

福沢諭吉関係新資料紹介
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不
宜
、
敢
て
便
秘
と
申
ニ

無
之
候
得
共
、
常
ニ
快
通
之
快
を
得
ず
。
此
処
或
ハ
下
剤
を
服
し
て
ハ
如
何
。
為
め
ニ
風
邪
も
去
る

こ
と
な
ら
ん
か
と
素
人
之
考
案
、
何
卒
御
差
図
奉
願
候
。

扨
下
剤
談
ニ
入
リ
、
過
日
油
を
服
用
せ
し
ニ
甚
タ
宜
し
か
ら
ず
、
不
得
止
岡
本
氏
へ
頼
み
、
カ
ロ
メ
ル
剤
を
用
ひ
て
効
を
奏
し
た

シ
ヤ
リ
エ
ン

る
こ
と
あ
り
。
其
後
又
便
通
不
十
分
ニ
付
舎
利
塩
を
用
ひ
た
れ
ど
も
、
老
生
ハ
既
ニ
久
し
く
舎
利
塩
ニ
慣
れ
て
、
五
匁
五
分
を
頓

服
し
て
し
ぶ
〳
〵
奏
効
す
る
の
み
。
其
五
匁
五
分
を
呑
む
ハ
誠
ニ
愉
快
な
ら
ず
。
何
か
宜
し
き
下
剤
ハ
有
之
間
敷
哉
。
年
来
下
剤

ニ
対
し
て
ハ
頑
固
ニ
相
成
居
候
間
、
其
含
ニ

何
か
有
効
無
害
之
品
御
投
与
奉
願
候
。
右
願
用
迄
、
匆

頓
首
。

二
十
九
年
十
月
二
十
日

諭

吉

松
山
様

几
下

【『
書
簡
集
』
第
八
巻
二
四
二
〜
二
四
三
頁
】

﹇
封
筒
表
﹈
松
山
様

福
沢

病
気
願
用
﹇
封
筒
裏
﹈
〆

＊
読
み
下
し
は
、
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
有
志
で
行
っ
て
い
る
古
文
書
勉
強
会
の
成
果
で
あ
る
。
本
稿
作
成
の
メ
ン
バ
ー
は
以
下
の
通

り
（
五
十
音
順
）。

加
藤
学
陽

姜
兌
�

具
知
會

渋
沢
彩
佳

白
石
大
輝

柄
越
祥
子

西
沢
直
子

松
岡
李
奈

山
根
秋
乃

横
山
寛
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